
【 地 歴 ・ 公 民 】

平 成 ２ ５ 年 度 指 導 と 評 価 の 年 間 計 画 （ シ ラ バ ス ）

盛 岡 工 業 高 校 全 日 制 課 程

教 科 現 代 社 会 単 位 数 ２ 学 科 ・ 学 年 ２ 年 全 学 科 担 当 者 北 島 亨 眞 下 徹

使 用 教 科 書 実 教 出 版 『 新 版 現 代 社 会 』 副 教 材 と う ほ う 『 フ ォ ー ラ ム 現 代 社 会 』

実 教 出 版 『 新 版 現 代 社 会 演 習 ノ ー ト 』

■ 到 達 目 標 人 間 の 尊 重 と 科 学 的 な 探 求 の 精 神 に 基 づ い て 、 広 い 視 野 に 立 っ て 現 代 の 社 会 と 人 間 に 評 価 の 重 点

つ い て の 理 解 を 深 め さ せ 、現 代 社 会 の 基 本 的 な 問 題 に つ い て 主 体 的 に 考 え 公 正 に 判 断 す る と と も に 、
自 ら 人 間 と し て の 在 り 方 生 き 方 に つ い て 考 え る 力 の 基 礎 を 養 い 、 良 識 あ る 公 民 と し て 必 要 な 能 力 と 関 思 資 知

態 度 を 育 て る 。 心 考 料 識
■ 具 体 的 な 取 組 【 評 価 規 準 を 念 頭 に 置 い た 指 導 上 の 留 意 点 】 ○ 定 期 考 査 に お い て 基 礎 ・ 基 本 的 内 容 ・ ・ 活 ・

の 定 着 を 図 り 、 授 業 内 容 の 理 解 度 を 評 価 す る 。 ○ 小 プ リ ン ト や ワ ー ク ノ ー ト に よ る 作 業 的 ・ 体 験 的 意 判 用 理
学 習 に よ っ て 、 資 料 活 用 の 技 能 の 向 上 を 目 指 す 。 ○ 新 聞 記 事 や 副 教 材 の 資 料 か ら 自 分 の 考 え を 主 体 欲 断 の 解

的 に 主 張 で き る 力 を 身 に つ け 、 小 論 文 の 技 能 の 向 上 を は か る 。 ○ デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 積 極 的 に 活 ・ 技
用 し 、 興 味 ・ 関 心 を 喚 起 す る と と も に 、 そ の 正 し い 活 用 法 と メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を 身 に つ け る 。 ○ 態 能

意 欲 の あ る 生 徒 に 対 し て は 発 展 的 な 課 題 も 提 示 し て さ ら な る 成 長 を 促 す 。 度 ・
■ 評 価 上 特 に 重 視 す る 観 点 ○ 授 業 態 度 と 課 題 の 提 出 は 特 に 重 視 し て 評 価 す る 。 ま た 、 欠 席 や 忘 れ 物 表

な ど が な い よ う に 各 自 留 意 す る こ と 。 現

学 期 月 学 習 項 目 主 な 学 習 活 動 ・ 評 価 の ポ イ ン ト 評 価 方 法

（ 単 元 名 、 教 材 、 学 習 領 域 ）

第 １ 部 現 代 に 生 き る わ た し た ○ 自 分 た ち で 問 題 点 を 探 り 、 課 授 業 態 度
４ ち の 課 題 題 設 定 す る 。 発 言 の 積 極 性

前 第 １ 章 地 球 環 境 問 題 ○ 問 題 点 の 要 因 ・ 性 格 ・ 影 響 に 単 元 後 の 小 テ ス ト ◎ ◎ ◎ ○

第 ２ 章 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題 つ い て 考 察 し 、 自 ら の 考 え を ま な ど
第 ３ 章 科 学 技 術 の 発 達 と 生 命 と め る 。

期 第 ４ 章 日 常 生 活 と 宗 教 ・ 芸 術 ○ 身 近 な 問 題 と 自 己 の か か わ り 授 業 態 度
５ 第 ５ 章 ゆ た か な 生 活 と 福 祉 社 に 気 付 き 、主 体 的 に 追 求 を 行 う 。発 言 の 積 極 性

中 会 ○ 現 代 社 会 の 中 で 特 に 注 目 さ れ 発 言 後 の 小 テ ス ト ◎ ◎ ◎ ○
第 ２ 部 現 代 の 社 会 と 人 間 て い る 問 題 を 探 し 、 興 味 ・ 関 心 な ど
第 １ 編 現 代 の 社 会 生 活 と 青 年 を も つ 。

間 第 １ 章 わ た し た ち の 生 き る 現 ○ 青 年 期 の 心 理 を 学 び 、 自 ら の ノ ー ト 提 出
６ 代 社 会 生 き 方 を 見 つ め 直 し 、 進 路 に つ 前 期 中 間 考 査 ◎ ◎ ◎ ○

第 ２ 章 自 分 ら し く 生 き る い て 考 え る 。
○ 社 会 の 一 員 と し て 在 り 方 生 き

第 ３ 章 人 間 と し て 良 く 生 き る 方 を 考 え る 。

第 ２ 編 現 代 の 経 済 社 会 と 国 民 ○ 現 在 の 産 業 構 造 に つ い て 理 解 授 業 態 度
６ 生 活 し 、 社 会 の 変 化 に つ い て 関 心 を 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ◎ ◎

第 １ 章 現 代 の 経 済 社 会 （ 資 本 持 つ 発 言 後 の 小 テ ス ト
主 義 経 済 の し く み ～ 現 代 の 企 業 ○ 企 業 の 特 徴 に つ い て 学 び 、 健 な ど

前 ～ 市 場 の し く み ～ 景 気 変 動 と 政 全 な 経 営 に つ い て 理 解 す る 。
府 の 役 割 ） ○ 税 制 ・ 財 政 の し く み を 理 解
（ ～ 金 融 機 関 の は た ら き ～ 財 政 し 、 社 会 の 一 員 と し て の 主 体 的 授 業 態 度

７ の 役 割 と 租 税 ～ こ ん に ち の 金 融 な 考 え 方 を も つ 発 言 の 積 極 性

期 ・ 財 政 問 題 ） 発 言 後 の 小 テ ス ト な ど ◎ ◎ ◎ ◎
第 ２ 章 日 本 経 済 の 特 質 と 国 民 ○ 労 働 者 と 雇 用 者 と の 関 係 を 理 授 業 態 度
生 活 （ 日 本 経 済 の あ ゆ み ～ 産 業 解 し 、 よ り 良 い 労 働 環 境 や 自 ら 発 言 の 積 極 性

末 ８ 構 造 の 変 化 と 技 術 革 新 ～ 中 小 企 の 進 路 を 考 え る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト ◎ ◎ ◎ ◎
業 と 農 業 ～ 消 費 者 問 題 ～ 労 働 問 ○ 公 害 の 被 害 に つ い て 理 解 し 、 な ど
題 の 改 善 ～ こ ん に ち の 労 働 問 題 自 ら 行 え る 環 境 保 全 に つ い て 考
～ 社 会 保 障 の 役 割 ～ お そ る べ き 察 す る 。 ノ ー ト 提 出

９ 公 害 ～ こ ん に ち の 環 境 問 題 ） 前 期 末 考 査 ◎ ◎ ◎ ◎

第 ３ 編 現 代 の 民 主 政 治 と 日 本 ○ 二 つ の 大 戦 の 原 因 ・ 性 格 ・ 影 授 業 態 度
９ 国 憲 法 響 を 調 べ 、 そ れ が 世 界 に も た ら 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ◎

後 第 １ 章 現 代 国 家 と 民 主 政 治 し た も の に つ い て 考 察 す る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト
な ど

第 ２ 章 日 本 国 憲 法 の 基 本 的 性 ○ 基 本 的 人 権 ・ 国 民 主 権 ・ 平 和 授 業 態 度

期 格 （ 日 本 国 憲 法 の 制 定 ～ 自 由 に 主 義 と 我 が 国 の 安 全 に つ い て 理 発 言 の 積 極 性
１ ０ 生 き る ～ 平 等 に 生 き る ～ ゆ た か 解 す る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト ◎ ◎ ◎ ◎

に 生 き る ～ 新 し い 人 権 ～ 公 共 の ○ 生 命 の 尊 重 、 自 由 ・ 権 利 と 義 な ど

中 福 祉 ～ 平 和 主 義 ～ 防 衛 問 題 ） 務 に つ い て 考 察 し 、 倫 理 的 自 覚
第 ３ 章 日 本 の 政 治 機 構 と 政 治 を 深 め る 。 授 業 態 度

間 参 加 （ 政 治 機 構 と 国 会 ～ 行 政 ～ ○ 民 主 政 治 に お け る 政 治 の あ り 発 言 の 積 極 性
１ １ 裁 判 ～ 地 方 自 治 ～ 選 挙 制 度 ～ 政 方 に つ い て 考 察 し 、 政 治 参 加 の ノ ー ト 提 出 ◎ ◎ ○ ◎

党 と 世 論 ～ 民 主 政 治 の 課 題 重 要 性 を 理 解 す る 。 後 期 中 間 考 査

第 ４ 編 国 際 社 会 と 人 類 の 課 題 ○ 国 際 社 会 に 対 す る 知 識 と 理 解 授 業 態 度

１ １ 第 １ 章 国 際 政 治 の 変 化 を 深 め 、 日 本 の 果 た す 役 割 に つ 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ◎
い て 主 体 的 に 考 察 す る 。 発 言 後 の 小 テ ス ト な ど

学 第 ２ 章 国 際 政 治 の 動 向 と 国 際 授 業 態 度
１ ２ 協 力 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ◎

発 言 後 の 小 テ ス ト な ど
○ 社 会 の 諸 問 題 ・ 課 題 に つ い て 授 業 態 度

年 １ 第 ３ 章 人 類 の 課 題 関 心 を 持 ち 考 察 す る 。 発 言 の 積 極 性 ◎ ◎ ○ ○
○ 自 ら の 問 題 と し て 捉 え 、 考 察 発 言 後 の 小 テ ス ト な ど
・ 追 求 す る 。 ノ ー ト 提 出

２ 学 年 末 考 査 ◎ ◎ ○ ○

末
３ お わ り に ○ 現 代 社 会 に お い て 、 自 ら が 果 作 文

わ た し た ち に 求 め ら れ る も の た す 役 割 と 自 分 の 進 路 に つ い て レ ポ ー ト 提 出 ◎ ◎ ○
考 察 ・ 表 現 す る 。


